
貸 借 対 照 表
令和７年３月31日

（郵便局ネットワーク支援勘定） （単位：円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）
現金及び預金 17666197 その他負債 19626965
預金 17666197 その他の負債 19626965
その他資産 7121558 賞与引当金 3250719
前払費用 1558673 役員賞与引当金 627917
その他の資産 5562885 退職給付引当金 1157496
有形固定資産 6865975 負債の部合計 24663097
建物 994651 （純 資 産 の 部）
減価償却累計額  168216 利益剰余金 7817398
その他の有形固定資産 9779549 前中期目標期間繰越積

立金
1208140

減価償却累計額  3740009
積立金 6609225無形固定資産 826765
当期未処分利益 33ソフトウェア 826765
（うち当期総利益） 33
利益剰余金合計 7817398
純資産の部合計 7817398

資産の部合計 32480495 負債及び純資産の部合計 32480495

 独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。

行 政 コ ス ト 計 算 書
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

（郵便局ネットワーク支援勘定） （単位：円）

科 目 金 額

Ⅰ 損益計算書上の費用
交付金 302984837000
事業費 43011281
一般管理費 33646039
損益計算書上の費用合計 303061494320

Ⅱ 行政コスト 303061494320

損 益 計 算 書
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

（郵便局ネットワーク支援勘定） （単位：円）

科 目 金 額

経常収益 303060611990
拠出金収入 303060611957
その他経常収益 33
その他の経常収益 33

経常費用 303061494320
交付金 302984837000
事業費 43011281
人件費 31480783
物件費 9982772
減価償却費 1481896
租税公課 65830
一般管理費 33646039
人件費 25448899
物件費 7347590
減価償却費 813658
租税公課 35892

経常損失（）  882330
当期純損失（）  882330
前中期目標期間繰越積立金取崩額 882363
当期総利益 33

 独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。

令
和

年


月


日
火
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

Ⅴ キャッシュ・フロー計算書関係
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳
現金及び預金 362815335円

            

資金期末残高 362815335円

            

２．委託会社との主な相殺取引に係る説明事項
契約者等との保険料収入、保険金支払及び貸付金等に係る取引について、独立行政法人郵便貯
金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支援機構法（平成17年法律第101号）第16条に規定す
る再保険契約及び同法の規定に基づく借入金に関する契約により、株式会社かんぽ生命保険との
間で同額の債権債務及び収益費用が発生し、互いに相殺される仕組みとなっております。
このため、上記の取引については、キャッシュ・フローは生じません。

Ⅵ 重要な債務負担行為
該当事項はありません。

Ⅶ 重要な後発事象
該当事項はありません。
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